
 

 

 

              

 

2 月 21 日（金）から 23日（日）まで新宿区落

合・中井地区で「染めの小道」が開かれました。今

年で 16回目となるこのイベントは、歴史ある染色業

を再び盛り上げたいとの若い方を中心とした商店街

の皆さんの一致した取り組みによりおこなわれてい

るものです。妙正寺川に反物がかけられた「川のギ

ャラリー」、商店街店舗の軒先に作家が制作した「の

れん」を展示する「道のギャラリー」のふたつの企

画が中心です。 

川に渡された反物は春隣の光を浴びて彩りよく川

面に映え、心地よさそうに風に揺らいでいました。 

商店街の 97か所にかけられた暖簾
の れ ん

はそれぞれに個

性的で印象に残る出来栄えで、訪れた人はしばらく

暖簾に見入っていました。薬王寺ささえあい館の写

真講座の皆さんは、そこで学んだことの集大成とし

て街なみを飾る暖簾の撮影に取り組みました。 

染の小道を訪れた皆さんには笑顔があふれていま

した。 

写真講座受講生          写真 関口由美 

薬王寺タイムズ       記事・写真 原木孝夫 

街が染物に彩られ 

２０２５年７月２日 
新宿区市谷薬王寺町 20 番 40 号 

区立薬王寺地域ささえあい館 

（ささえーる薬王寺） 

電話 03-3353-2333 

▲ 風になびく 8連の「無地のれん」 
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